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（参考）各年のデータについて

➢ 令和６年（2024年）データ

◼ 中国居住者の推計について

⚫ 中国居住者は「全国インバウンド統計」では捕捉できないため、新千歳空港の出入国管理統計を基に推計したことから、数値が過少
になっていると考えられる。
⇒ 令和７年データにて、中国居住者は「モバイル空間統計」を基に推計を行い、改善を図っている。

◼ 全域とエリア別の関係について

⚫ 観光客が市内の複数のエリアを周遊することを考慮すると、入込客数は「全域＜各エリア合計」になると考えられるが、データ上は逆転
している。
⇒ 令和７年データにて、拡大推計ロジックを修正し、改善を図っている。

➢ 令和７年（2025年）データ

◼ インバウンドの国別内訳について

⚫ 国によって、既存の調査結果や実態と乖離していると考えられる数値が見受けられる。
⇒ 令和８年データにて、拡大推計ロジックを修正し、改善を図る予定。

➢ 比較に関する考え方

◼ 推計ロジックについて毎年アップデートを行っているため、入込客数・宿泊客数については、年またぎでの比較には適さない状況。

◼ 令和８年データにおける最新ロジックを令和７・６年のデータにも反映し、数値を更新予定。これにより、令和６～８年の数値比較が
可能となる。

◼ 公開中の資料のうち、入込客数・宿泊客数関連以外については、年またぎで比較可能。
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